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今年は９月中旬以降の天候不順により、大麦の播種作業が遅れ気味となり

ました。 

年内の生育量を確保するため、「排水対策」が十分か再度確認するとともに、

分施田では「年内追肥」を確実に行いましょう。   
排水対策の徹底 

大麦は、ほ場の排水が悪いと根腐れ症状（湿害）が発生し易く、追肥の効果がなく、

生育不良となります。 
 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

播種後は排水溝を水尻に連結さ 

せましょう。また、ほ場内の排水 

状況をこまめに確認し、排水溝等 

の手直しをしましょう。 
 

 

 分施田の播種１ヶ月後追肥の施用 

   年内追肥は、茎数の増加を促すとともに、穂数や収量の確保に重要な作業です。 

播種時期に応じて、遅れないように施用しましょう。生育が不足している場合は排水 

を先行して行いましょう。 

※大麦専用基肥一発肥料を使用している場合は、年内追肥の必要はありません。 

【施用時期及び量の目安】 

施 用 時 期 肥料名 １０ａ当たり施用量 

播種１ヶ月後頃 硫 安 ２０ｋｇ 

 

※今後の生育状況により、年内２回目追肥の施用が必要となる場合は、特報でお知らせします。 

基幹排水溝の連結 額縁排水溝を水尻に連結


